
第 1回大和地域小学校統合検討委員会議事録 

 

日 時 令和８年６月３日（水） 午後３時～午後４時 15分 

 

会 場 大和庁舎３階大会議室 

 

出席者 委員：27名  事務局：５名 

 

議 事 

（１）小学校適正規模等と大和地域小学校の状況について 

（２）今後の検討会の進め方について 

 

１. 開  会 （学校教育課長） 

２. あいさつ （教育長） 

３. 委嘱状交付 

４．委員あいさつ 

５．正副委員長選出 

委員長  清塚 登 

副委員長 米山 恒夫、五十嵐 哲也 

６．諮問 

教育長より大和地域小学校統合検討委員会へ諮問 

７．議  事 

（１） 小学校適正規模等と大和地域小学校の状況について  

（２） 今後の検討会の進め方について  

児童数の将来推計等に基づき、地域の意向により、統合の時期と統

合小学校の位置について、今年度中に方向性を出す予定 

（３） そ の 他 

質疑 

Ｑ 統合小学校は既存校舎の使用だけでなく、新築の考えはないのでしょ

うか？ 

Ａ 統合小学校の位置については、既存校舎を使用する方法と市有地に新

築する方法があります。既存校舎を増改築する、新築する、どちらにし

ても、メリットとデメリットがあります。それらも含めて、資料を準備

して皆様からご検討していただければと考えています。 

大和中学校の校舎は、今秋から２年かけて、大和公民館と複合化し、

新築工事を行い、令和 10年に完成する計画です。使用開始は、令和 10

年度の２学期からの予定です。新校舎の位置は、現大和公民館の向か

い側の緑地帯からＢ＆Ｇ体育館跡地にかけてとなります。新しい校舎

が完成すると、現在の校舎がある土地が空きます。諸問題をクリアで

きれば、そこへの新築も選択肢の１つとして考えられます。 



Ｑ 東地区の２校で近年中に複式学級が生じる見込みとなっていますが、

大和地域全体で統合するまで現在の２校を継続するのでしょうか？ 

Ａ 東地区の２校で統合について、１年以上協議を続けました。複式学級

が生じるということもお示しをしました。その中で、想定を上回る少

子化の進行により、大和地域全体での統合が前倒しになる見込みであ

り、小学校入学から卒業の間に２回の統合を経験する児童が出てくる

可能性があるということもわかってきました。小学校児童の保護者、

保育園児の保護者の皆さんにお諮りした中で、地域全体での統合まで、

合併をせずに、存続をするというような意思決定をしていただきまし

た。 

Ｑ 後山小学校（小規模特認校）は継続するとのことですが、多様な学び

の場を求めて、統合後に後山小学校区の児童が統合小学校へ通うこと

は可能でしょうか？ 

Ａ 令和６年の答申の中で後山小学校も含め、新しくできた大和中学校区

の統合小学校に関しては、本人の選択により学校を選べるような柔軟

な仕組みづくりに努めてもらいたいとうたわれています。特認校とし

て、市内のどこからでも通学ができる学校として後山小学校がある一

方、後山小学校区の児童も望めば、統合小学校にも通えるという柔軟

な仕組みづくりを進めていきたいと考えています。 

Ｑ 複式学級の基準について教えてください。 

Ａ 基本的には、２学年で 16 人以下となった場合に複式学級になります。

ただし、１年生を含んでいる場合には、それが８人以下となります。複

式学級は、低学年、中学年、高学年で編成することが基本ですが、近年

は、２－３年や４－５年などの変則複式と呼ばれる編成がなされてい

るのが実情のようです。資料は、機械的に着色をしていますが、こうい

った可能性があるという表記になっています。 

    

８.事務連絡 

次回開催    日 時：令和８年７月 10日(金)14：00～ 

場 所：大和庁舎３階大会議室 

 

９. 閉  会  


